
1，サッカーリーグ

(1)　令和2年度　第39回 北海道学生サッカーリーグ

未定

未定

(2)　2020年度　第43回 北海道サッカーリーグ　第18回道東ブロックリーグ

令和2年5月10日　～　9月27日

北見モイワスポーツワールド　他

(3)　2020年度　オホーツク社会人サッカーリーグ

令和2年5月10日　～　9月27日　※　予定

北見モイワスポーツワールド　他

2，サッカー大会

(1)　2020年度　第38回 知事杯全道サッカー選手権大会　オホーツク地区予選大会

令和2年5月24日 (日)　※ 予定

未定

※　全道大会 : 7月20日～8月18日 札幌他

(2)　2020年度　第27回 全国クラブチーム選手権大会　オホーツク地区予選大会

令和2年6月14日 (日)　※ 予定

未定

※　全道大会 : 8月29日～8月30日　空知

(3)　2020年度　第56回 全道社会人サッカー選手権大会　オホーツク地区予選大会

令和2年6月28日 (日) ※ 予定

未定

※　全道大会 : 8月8日～8月10日　苫小牧

(4)　2020年度　北海道サッカーリーグ　道東ブロックリーグ　オホーツク地区入替戦

令和2年10月11日(日) ※ 予定

未定

(5)　2020年度　第4回 オホーツク地区社会人サッカーエンジョイ大会

令和2年10月4日(日) ※予定

未定

2020年度　第1種委員会　事業計画
オホーツク地区サッカー協会

第１種委員会

日　程

会　場

日　程

会　場

日　程

会　場

日　程

会　場

日　程

会　場

日　程

日　程

会　場

会　場

日　程

会　場

第3号議案第3号議案第3号議案第3号議案
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3，フットサル大会

(1)　第26回 全日本フットサル選手権大会　オホーツク地区予選大会

令和2年11月29日(日)

未定

※　北海道地域大会 : 1月9日～10日　十勝

(2)　全道フットサル選手権大会2021　一般の部　オホーツク地区予選大会

令和3年1月17日(日)

未定

※　全道大会 : 2月27日～2月28日　札幌　

会　場

日　程

日　程

会　場

オホーツク地区サッカー協会　第１種委員会 組織図

ｵﾎｰﾂｸ地区ｻｯｶｰ協会

第１種委員会

委員長　鈴 木 紘 介

ｵﾎｰﾂｸ社会人ｻｯｶｰ連盟

規律委員会 総務委員会

※　役員改選期につき未定

フットサル運営委員会サッカー運営委員会 審判委員会
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○　リーグ文化の醸成 ○　リーグ文化の醸成
・ 変化や多様性が求められていないか ・ 参加団体の目的や目標をヒアリングし、現行

リーグ形式に拘らないリーグの在り方を検討

○　女子選手数倍増計画 ○　女子選手数倍増計画
・ 参加可能なリーグや大会が認知されているか ・ ユースクラブや他のカテゴリと情報を共有

リーグ参加要件を広く周知

○　サッカーファミリー拡大 ○　サッカーファミリー拡大
・ 草サッカーチームやミドル・シニア ・ リーグ参加要件に満たないチーム、

の活動の場は不足していないか 選手を発掘する情報収集を実施

○　リーグ文化の醸成 ○　リーグ文化の醸成
・ エンジョイ志向と上昇志向の二極化に対応し ・ 魅力的なリーグ運営の在り方を提起し、参加

参加数減少を勘案して2部リーグ制を設定 クラブの意欲が向上するかを検証

○　女子選手数倍増計画 ○　女子選手数倍増計画
・ 活動の場について更なる周知が必要な為、 ・ 活動の場について周知した結果に基づき、

女性役員を登用し情報提供を図る。 必要としている情報と具体的選手を把握

○　サッカーファミリー拡大 ○　サッカーファミリー拡大
・ 将来的なリーグ参加へ意欲を繋ぐ ・ 発掘した具体的な団体や選手へ

エンジョイ大会等を企画継続する 活動の場の需要が必要か確認

2018-2019 取組結果の検証

リーグ文化の醸成

女子選手倍増計画

サッカーファミリー拡大

リーグ状況から上昇志向とエンジョイ志向の二極化が更に進んでいるが、同時にクラブ

継承の課題から、ガバナンスが脆弱なクラブが淘汰され既存クラブの廃部が進んでいる。

同時に新規チームの創設も毎年散見される事から、リーグ全体の若返りを目指すとともに

参加目的を考察した2部リーグ制を設定し、リーグ文化の維持に努めることが必要。

活動の場について他カテゴリとの情報共有が未だ不足している事から、第1種委員会として、

現役女子選手を役員として登用し、広く直接的な情報発信に努め、第1種カテゴリの女子

選手へアプローチを図る。

第3回を数えた社会人フェスにおいて、会場設定を各地域へ分散する事により、北見市

以外の潜在的な選手及び団体発掘を目的とし、引き続き同大会を通じ新規加盟チーム

の創設に繋がるよう取り組みを継続する。

A A F A 1 6  →  2 5 プ ラ ン
オホーツク地区サッカー協会 第１種委員会

DoPlan

Chec
k

Actio
n
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2020年度オホーツク地区サッカー協会第２種委員会 事業計画 

 
【１．地 区 大 会】 
(１) 2020年度高体連シード決定戦、春季フェスティバル 
    日 程：4月 29日（水）、5月 3日（日）～5日（火） 
    会 場：遠軽町、北見市 
     
(２) 2020オホーツク地区 FAプレリーグ、FAリーグ 

日 程：（FAプレリーグ）4月 18日（土）～7月 5日（土） 
（FAリーグ）7月 11日（土）～10月 18日（日） 

    会 場：北見市・網走市・紋別市・美幌町他 
     
(３) 第 73回高体連北見支部サッカー選手権大会 

兼第 73回全道高等学校高校サッカー選手権大会北見支部予選会 
    日 程：5月 20日（水）～23日（土） 
    会 場：モイワスポ－ワールド 

当番校：北見北斗高等学校 
 
(４) 第 99回全国高等学校サッカー選手権大会オホーツク地区予選大会 
    日 程：8月 29日（土）～30日（日）/ 9月 5日（土）～6日（日） 予備日 9月 12日（土） 
    会 場：えんがる球技場  
 
(５) 2020年度第 49回高体連北見支部新人サッカー選手権大会 

兼東北海道高校ユースサッカー新人大会北見支部予選会 
    日 程：9月 23日（水）～25日（金） 

会 場：モイワスポーツワールド 
    当番校：北見緑陵高等学校 
 
(６) 第32回全道ユース（U-18）フットサル選手権大会 

兼第8回全日本ユース（U-18）フットサル大会北海道予選オホーツク地区予選 
     日 程：12月12日（土）  

会 場：遠軽町総合体育館 
 
【２．地区フェスティバル】 
(１) 第 28回オホーツクサッカーフェスティバル 
    日 程：8月 7日（金）～10日（月） 

会 場：北見市他   
 
【３．道 東 大 会】 
(１) 高円宮杯 U-18サッカーリーグ 2020道東ブロックリーグ 
    日 程：4月 17日（土）～9月 26日（土） 

参加校：網走南ヶ丘高校（２部）、遠軽高校（３部） 
 
(２) 2020年度第8回東北海道高校ユースサッカー新人大会 

日 程：11月7日（土）～8日（日） 
主 管：釧路地区サッカー協会 
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【４．全 道 大 会】 
(１) 2020年度第 73回北海道高等学校サッカー選手権大会  

兼全国高等学校総合体育大会サッカー競技北海道予選会 
日 程：6月16日（火）～19日（金） 
会 場：十 勝 

 
(２) 2020年度第99回全国高等学校サッカー選手権大会北海道大会 

日 程：10月12日（土）～14日（月）/ 19日（土）～21日（日） 
会 場：札 幌 

 
(３) 第 32回全道ユース（U-18）フットサル選手権大会 

兼第 8回全日本ユース（U-18）フットサル大会北海道予選 
日 程：未 定 
会 場：未 定 

 
【１６→２５プラン（２種委員会）】 
プラン リーグ文化の醸成 女子選手の普及 ファミリー拡大 

内 容 

・道東ブロックリーグ参入チーム

を複数とする。 

・各学校での積極的な受け入れを

促し、地区 FAリーグに出場する女

子選手を増やす。 

・高体連及び選手権の全道大会出

場チームによる大会報告を行う。 

効 果 

・真剣勝負をする場が長期にわた

って展開されることにより、魅力

あるチーム作りにつながる。 

・女子選手が、高校年代でもサッ

カー（試合）ができる環境が増え

る。 

・全道大会のレベルを知ることに

より、それを目指した取り組みが

行われ、魅力あるチームを多く作

ることができる。 

・オホーツク地区の選手が全道大

会で活躍することにより、子ども

たちの目標となっていく。 

反 省 

・昨年度から 2 チームが参加して

いる。 

・若干名だが、サッカーを続けて

いる女子選手がいる。 

・大会報告を協会 HP に掲載する

とともに、各学校のトレーニング

に反映させている。 

改善点 

・各学校の状況に応じて支援の方

法を検討する。 

・費用の面で参入が難しいのであ

れば、大会参加料の一部負担を地

区協会に要望する。 

・継続して実施する。 

・女子マネージャーの審判資格取

得を推進し、女子が高校サッカー

（試合）に関わる環境を増やす。 

・継続して実施する。 

 
【組織図（２種委員会）】 

役 員 常任委員 専門部 各種事務局 
委員長 遠紋地区代表 技術部長 地区 FAリーグ 
副委員長 北見東地区代表 審判部長 高校選手権 

高体連専門委員 北見西地区代表 情報部長 フットサル 
会計 斜網地区代表 医科学部長 春季フェスティバル 
会計監査   オホーツクフェスティバル 

   （東北海道高校新人） 
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２０２０(令和２)年度　オホーツク地区サッカー協会第３種委員会　事業計画
　○地区大会

期　　　日 事　　　業 会　　　場 担　　　当

5月16日～10月3日
（基本的に土曜日開催）

OKFAカブスリーグ
U-15/U-13

管内各地 リーグ運営委員

6月27日(土)・28(日)
7月4日(土)

オホーツク地区中体連 北見モイワスポーツワールド
えんがる球技場 中体連専門委員　ほか

11月7日(土)・8日(日) フットサルU-15 紋別スポーツセンター
フットサル担当者

令和3年1月30日(土)・31日(日) フットサルU-14 遠軽町総合体育館

　○道東ブロック大会・北海道大会日程

期　　　日 大　　会　　名 主　管　地　区

4月19日(日)～10月25日(日) 北海道カブスリーグU-15/U-13(2部) 全道各地

5月2日(土)～10月10日(土) 道東ブロックカブスリーグU-15/U-13 道東ブロック各地

10月24日(土)・25日(日) 道東ﾌﾞﾛｯｸｶﾌﾞｽﾘｰｸﾞ参入戦 中標津

7月29日(金)～31日(日) 北海道中体連 千歳

10月10日(土)・11日(日) 地区カブス決勝大会 夕張

10月10日(土)・11日(日) ４地区カブス交流大会 網走

11月14日(土)・15日(日) フットサルU-15  道東予選　 サホロ

12月5日(土) ・6日(日) フットサルU-15　北海道予選 苫小牧

令和3年3月6日(土)・7日(日) 全道フットサルU-14 釧路

1
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オホーツク地区サッカー協会第３種委員会　組織図

オホーツク地区サッカー協会

技術委員会 審判委員会
○３種担当者 ○３種担当者

第３種(中学)委員会

　　　　　　　常任委員会（１２名）
◯委員長１名　　　   ◯副委員長１名
◯会計１名　　　　   ◯監査１名    　　　○大会事業担当３名
◯トレセン担当２名   ◯リスペクト委員長１名
◯審判担当１名　　   ◯アドバイザー１名

委　　　員

北見エリア 斜網エリア 遠紋エリア
・北見小泉中学校
・北見東陵中学校
・北見南中学校
・北見北中学校
・北見光西中学校
・北見北光中学校
・北見高栄中学校
・北見東相内中学校
・置戸中学校
・留辺蘂中学校
・端野中学校
・訓子府中学校
・アクティブ
　　計１３チーム

・斜里中学校
・小清水中学校
・第三中学校
・FC網走U-15
・常呂中学校
・美幌中学校
・美幌北中学校
・津別中学校

　　計８チーム

・紋別中学校
・紋別潮見中学校
・遠軽中学校
・遠軽南中学校
・上湧別中学校
・佐呂間中学校
・興部中学校
・滝上中学校

　　計８チーム

※令和２年度第３種登録予定２９チーム
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OKFA １６→２５プラン　第３種委員会
【２０２５年に向けたプラン】
リーグ文化の
醸成

・カブスリーグの通年化、ゲーム環境向上 
・道東カブス、道カブスリーグへのチーム輩出

女子選手の 
環境整備

・女子選手の登録数増加 
・女子選手のプレー環境の充実

ファミリー 
拡大

・管内どこでもサッカーができる環境の整備 
・保護者や地域に愛され、応援される取り組みの充実

【プラン実現のための仮説】

重点課題 現状 今後の取り組み

リーグ文化 リーグ文化定着。土日連戦解消達成。
道東カブス、道カブスへの参入。

・全エリアにB級コーチを配置
・トレセンや研修会に指導者が集い研
鑽を積む→リーグのさらなる向上へ

女子選手 女子委員会との連携強化。トレセン活
動へのサポートが課題

・女子の日常的練習、試合環境の創出 
・女子トレセンへスタッフ2名派遣

ファミリー拡大
地区協会HPならびにFacebookページに
こまめに大会情報配信。リスペクト事例
の発信が不足

大会情報発信の継続
各チームでリスペクトの取組推進
リスペクト事例の重点的発信

少子化の中で、サッカーの
土台をより強くする

指導者交流 
・中体連ークラブの共存共栄 
・4種、女子との情報共有 
・一貫指導体制の充実

指導者養成 
・エリアトレセンの活性化 
・リフレッシュ研修会に参加 
・3種指導者研修会の実施

地域との連携 
・外部コーチ等との協力体制強化 
・少人数でもプレー機会の確保 
・合同チームでの試合環境の充実

保護者との連携 
・リスペクトの啓発 
・暴力根絶の啓発 
・HPやFBを活要した情報提供

1
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２０２０年度  オホーツク地区サッカー協会第4種委員会 事業計画 
   
【大会事業】 

1. U-12サッカーリーグin北海道 道東ブロック オホーツク地区リーグ2020 
第15回 TSUBOTAKE杯 オホーツク地区U-12サッカーリーグ 
日程 ５月～９月（日曜日開催）  

会場 オホーツク地区内サッカーグラウンド 

  ◎成績上位３チームは、道東ブロック大会へ進出 

       ■道東ブロック予選（根室地区）     ９月２６日 

       ■北海道予選（北空知地区）      １０月１０日～１２日 

       ■全国大会（鹿児島県）        １２月２４日～２７日 

 

2. U-10サッカーリーグin北海道 道東ブロック オホーツク地区リーグ2020 

日程 ５月～９月（日曜日開催）  

  会場 オホーツク地区内サッカーグラウンド 

  ◎U-12リーグと同一のリーグ編成 

 
3. 2020ロバパンCUP 
第52回全道(U-12)サッカー少年団大会 オホーツク地区予選大会 兼 
第6回トヨタカローラ北見U-12サッカー大会 
  日程 ６月２７日（土）～６月２８日（日） 

  会場 えんがる球技場 

  ◎成績上位２チームは、全道大会へ進出 

     ■全道大会（十勝地区）   ７月２３日～２６日 

 

4. 第16回オホーツク二建会旗 兼 
 第17回全道少年U-10サッカー大会北北海道大会 オホーツク地区予選大会 
  日程 ７月４日（土）～７月５日（日） 

  会場 網走スポーツ・トレーニングフィールド 

  ◎成績上位３チームは、北北海道大会へ進出 

  ◎U-8サッカー教室を並行開催 

■北北海道大会（十勝地区） ８月８日～１０日 

   

5. トラック協会杯  

第32回全道少年団（U-11）サッカー大会 オホーツク地区予選大会 

  日程 ８月２２日（土）～８月２３日（日） 

  会場 北見モイワスポーツワールド 

  ◎成績上位１チームは、全道大会へ進出 

     ■全道大会（札幌地区）   ９月１９日～２１日 

 

6. 2021年度 全道少年(U-12)8人制サッカー大会 兼 

 第18回JA全農杯全国小学生選抜サッカーIN北海道 オホーツク地区予選大会 

  日程 １０月３日（土）～１０月４日（日） 

  会場 えんがる球技場 

  ◎成績上位１チームは、北海道大会へ進出（開催日、開催地区未定） 
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7. 第4回オホーツクU-12サッカーフェスティバル 

日程 １０月１０日（土）～１０月１１日（日） 

会場 えんがる球技場 

 

8. 第39回オホーツク管内サッカースポーツ少年団大会 兼  

全道フットサル選手権大会2021 U-12の部 オホーツク地区予選大会 

  日程 １２月５日（土）～６日（日） 

  会場 紋別市スポーツセンター 

  ◎成績上位１チームは、全道大会へ進出 

     ■全道大会（札幌地区）         ２０２１年 ３月６日～７日 

     

9. 第31回全日本U-12フットサル選手権大会 

北海道代表決定戦 道東ブロック予選 オホーツク地区予選大会 

  日程 ２０２１年１月１６日（土）～１月１７日（日） 

  会場 網走総合体育館 

  ◎成績上位２チームは、道東ブロック大会へ進出 

     ■道東ブロック予選（十勝地区）     ２０２１年 ３月２０日 

     ■北海道予選、全国大会（開催日、開催地区未定） 

 

10．第4回オホーツクU-12フットサルフェスティバル 

  日程 ２０２１年１月２３日（土）〜 １月２４日（日） 

  会場 留辺蘂町体育館・訓子府スポーツセンター 

 

 

 

 

【普及事業】 

1. キッズサッカーフェスティバル 

    日程 ２０２０年 ５月～９月（各エリアリーグ戦の中で実施） 

    会場 オホーツク地区内サッカーグラウンド 
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2020年度 オホーツク地区サッカー協会 女子委員会 事業計画 

 

 

 

1. 事業計画 

 

7月 12日（日） JFAレディース/ガールズサッカーフェスティバル 北見モイワスポーツワールド 

11月~3月の間 第４回 オホーツクレディース/ガールズ 

フットサルフェスティバル 

場所未定（北見での開催予定） 

 

 

  OKFA 16→25プラン 女子選手倍増計画 

   〇オホーツクエリアガールズサッカースクール 小学校 3年生～4年生対象 

      月 1回 オホーツク地区トレセンと同時開催 

      低学年から女子選手でトレーニングを行い小学 5年生からのトレセンへの 

      スムーズな移行を目的とする。 

   〇オホーツク地区女子フットサルフェスティバル 

      一般・少女・ノービスの部にて開催予定 

       女子選手の試合経験の確保と普及を目的とするフェスティバルの開催 

    

 

 

2 全道大会 

 〇一般 U-15 U-18 

4月 11日㈯ 

 ～12日㈰ 

第 2回 U-13（中学生）8人制サッカーフェスティバル 札幌 

9月 5日㈯ 

～6日㈰ 

第 28回北海道女子ユース（U-15）サッカー選手権大会 兼 

第 25回全日本女子ユース（U-15）サッカー選手権大会北海道予選 

 9月 12日㈯～13日㈰  準決勝・決勝は札幌開催 

釧路 

8 月 29 日㈯～

30日㈰ 

道新カップ第１回北海道女子 8人制サッカー大会（新規大会） 札幌 

9月 26日㈯ 

～27日㈰ 

第 23回北海道女子ユース（U-18）サッカー選手権大会 兼 

JOCジュニアオリンピックカップ 

第 24回全日本女子ユース（U-18）サッカー選手権大会北海道予選 

 10月 3日㈯～4日㈰  準決勝・決勝は札幌開催 

小樽 

11月 28日㈯ 

～29日㈰ 

第 12回全道女子ユース（U-15）フットサル大会兼 

第 11回全日本女子ユース（U-15）フットサル大会北海道予選 

千歳 

2021年 2月 20日㈯

～21日㈰ 

全道フットサル選手権大会 2021 女子の部 十勝 
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3 組織図 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせとして 

〇4種女子大会 

 

8月 8日㈯ 

～9日㈰ 

第 8回熊谷・高瀬杯ガールズ（U-12）サッカー大会 札幌 

12月 19日㈯ 

～20日㈰ 

第 31回全道少女フットサル大会 小樽 

 
 
 
〇オホーツク地区女子チーム （2020年 3月末現在） 

    

レファ FC FC網走 menina  il sole FC 

 

 

 

 

女子委員長  

全体統括 

強化部 

技術委員会との連携 

地区トレセン・道東トレセン 

普及・育成部 

   

育成・普及 

審判部 

サッカースクール 

各種フェスティバル 

審判委員会との連携 

女子審判員の普及・育成 
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OKFA 女子委員会 16→２５プラン 

 
＜女子選手倍増計画＞ 

●オホーツクエリアガールズスクールの開催 

小学３年生～４年生（登録・未登録）を対象として オホーツク地区女子トレセンと同時開催にすること

で５年生からのトレセンへの以降をスムーズにする目的としていましたが 、２０１７年度（現６年生）以

降 参加人数の減少が見られます。女子トレセン（U12・U15・U18）の同時開催なのでスタッフの不足

もありガールズスクールが開催できなかったのにも原因があります。 

今後は 女子委員会スタッフの細分化も図り、４種委員会とも連携して「ガールズスクール」を周知して

もらい、登録・未登録少女にも気軽に参加できるスクールにしていく必要があります 

 

●オホーツク地区女子フットサルフェスティバル 

   ２０１７年度から開始した事業です。 

一般・少女・ノービスに部門を分け、同じ会場で試合をすることで選手間の交流や試合経験の確保を図

ることを目的としています。 

   少女の部は、女子選手が所属している少年団の指導者がチームを作って参加して頂き、釧路、根室地

区からの参加もありチーム数が増えてきました。 

  一般の部は 旭川のチームも参加して頂き、地元にいながら管外チームとの試合経験をすることがで

きました。 

ノービスの部は 少年団のお母さんたちがチームを作って参加してくれています。人数が少ないチー

ムは選手の貸し借りなどして気軽に参加して頂けるようにしています。 

 

開催日によって参加チーム数の増減（他地区からの参加がないため）があるので、今後は 開催日の検

討も必要になっていきます。 

 

●「なでしこ広場」の開催 

２０１９年度から始めた事業で 各エリアを巡回することで女子サッカーの普及を行いました。各地域

協会の皆さんのご協力で 当日に人数を集めて頂き、４月～９月までの間で５回開催することができ

ました。 女子委員会だけではなく、各地域協会に協力をお願いして開催していく事業だと思いました

が、２０２０年度は 女子委員会スタッフの確保が難しく開催のめどが立っていません。 

 

●その他報告 

オホーツク管内の女子チーム（チーム登録）が３チーム、４種に１チームになりました。 

女子選手は、小学生から中学生、中学生から高校生、高校生から社会人になるときにサッカーをやめ

てしまう傾向にあります。サッカーを始める少女・女子選手は増えてもいますが、やめてしまう選手も

同じくらいいます。 

女子選手を増やすことも大切ですが、今後は長くサッカー選手を続けていける環境づくりも必要にな

っていきます。 
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２０２０年度 オホーツク地区サッカー協会 審判委員会 事業計画 

強化部会 
地区Ｓ強化指定審判員研修            ４月～１０月 

 
育成部会 
ユース（中学生）Ｓ４新規取得講習会    ４月下旬～５月上旬斜網､北見､遠紋各会場 
ユース（高校生）Ｓ４新規取得講習会    ４月中旬   、 ５月下旬 
Ｓ３上申・Ｓ４新規取得講習会 社会人連盟杯   ５月１０日（日）予定 
              ２種ＦＡリーグ  ７・８・９月のいずれかで予定 

Ｓ４新規取得講習会              １２月 ６日（日） 
 

指導者部会 
Ｓ２・Ｓ３・Ｓ４研修会 ３種 中体連      ６月２７日（土） 
                      ２種 選手権          ８月３０日（日 ） 
Ｓ３インストラクター更新講習会         １月３１日（日） 
Ｓ２更新講習会                 ２月１４日（日）、３月 ７日（日） 
Ｓ３・Ｓ４更新講習会   ２月１４日（日）、２１日（日）<網走>、２８日（日）、 

３月 ７日（日）、１４日（日）<北見>、２１日（日） 

 

フットサル部会 
地区Ｆ強化指定審判員研修                       ４月～２月 
Ｆ３上申・Ｆ４新規取得講習会  オータムフットサルにて  １１月 ８日（日）予定 
Ｆ２・Ｆ３・Ｆ４研修会   Ｕ－１５フットサル大会にて  １１月 ７日（土） 
Ｆ３インストラクター更新講習会              １１月  予定 
Ｆ２更新講習会 各種大会にて、及び、２月２１日（日）<網走>、３月１４日（日）<北見> 
Ｆ３・Ｆ４更新講習会 各種大会にて、及び、２月２１日（日）<網走>、３月１４日（日）

<北見> 
 

女子部会 
女性のみを対象としたＳ３上申・Ｓ４新規取得講習会（中学生から一般まで幅広く） 
女子審判研修会     ３種 中体連     ６月２７日（土） 
            ２種 選手権     ８月３０日（日） 

研究開発部会 
レポート配信、網走地区協会ＨＰへ掲載   ４月～３月 網走地区協会ＨＰにて随時掲載 

 
総務部 
審判委員会役員会           ４月 ５日（日）、２月２１日（日）<網走> 
審判委員会部長会・中間決算報告   １０月２５日（日） 
審判委員会総会            ３月 ７日（日）※Ｓ２更新講習会終了後 
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２０２０年度 キッズ委員会事業計画  
  
本年度事業方針 
 ６地域協会との連携を強化し、キッズリーダー講習会等による指導者育成とサッカー室

や巡回指導等の普及事業実施によるファミリー拡大に努める。 
 
１． ＪＦＡ事業 
① キッズフェスティバル及びフットサル委員会・女子委員会 JFA事業協賛による 
 フェスティバルの開催  

   
     
２． キッズ委員会の組織強化 
① 地域協会との連携強化と助成事業 
斜里・網走・美幌・北見・遠軽・紋別各地域協会と連携し、普及事業を実施し、

地域協会の実施する普及事業費への事業費助成を行う。 
 

② 地域協会への普及事業への指導者派遣 
各地域が実施する巡回指導やサッカー教室、普及イベントへの指導者派遣 
 

③ ４種委員会との連携 
４種普及事業 キッズサッカーフェス共催   

 
３． サッカー教室及び巡回指導の開催     
① サッカー教室の開催 
  親子サッカー教室・キッズサッカー教室の定期的な開催 
 
② 幼稚園・保育園への巡回指導の実施 
  巡回実施施設数の拡充 
 

４． 指導者普及事業 
① キッズリーダー講習会の実施 

キッズリーダー講習会の実施による指導者養成の実施 
 

② キッズテクニカルコーチ養成 
キッズリーダー取得者の講習会 
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OKFA２０１６－２５プラン 
           オホーツク地区サッカー協会キッズ委員会 

 

現状と課題 

１．指導者人材不足 

２．社会現象による競技人口の減少 

３．U9の活動環境の不足 

 

 

 重点課題 

１、組織の強化 

２、指導者育成  ⇒  キッズリーダー講習会実施によるリーダー養成 

３、巡回指導体制の強化 ⇒ トヨタ事業を含む、専門学校との連携 

 

 

具体的活動目標 

 

 ２０２０年  ６地域協会との連携した組織づくり 

        FB等による情報発信 

 

 ２０２０年  ６地域協会全域でのキッズリーダー育成 

        保育士へのキッズリーダー講習会の実施 

        ６地区協会及び４種委員会との連携による普及事業 

        グラスルーツフェスの実施 

 

２０２１年  ６地域全域での幼稚園巡回指導実施施設の拡充 

       キッズスクールの設立（4種世代へのサッカーファミリー拡大） 

 

２０２２年  各地域での幼稚園合同サッカーフェスの実施 

 

 ２０２５年  全域でキッズリーダー １００名養成 

        全域での幼稚園巡回指導の実施 
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１．事業名 ファミリーフットサルフェスティバル2020　北海道 in オホーツク

　　開催日 2021年 2月 21日（日）　9：00 ～ 17：00

　　会　場 北海道立北見体育センター

２．事業名 令和２年度　オホーツク社会人フットサルリーグ

　　開催期間 2020年5月 ～ 2021年2月

　　会　場

３．事業名

　　開催日 2020年11月8日（日） 

　　会　場

４．事業名

　　開催日

　　会　場

５．事業名

　　開催日

　　会　場

６．事業名

　　開催日 2021年2月28日（日）

　　会　場 北海道立北見体育センター

令和２年度　フットサル委員会　事業計画

オータムフットサル大会

クリスマスカップ 兼 第15回 TSUBOTAKE CUP

北見市立体育館　or 　訓子府町スポーツセンター

2020年12月13日（日）

北見市立体育館　or 　訓子府町スポーツセンター

2021年1月10日（日）

北見市立体育館　or　訓子府町スポーツセンター

道立北見体育センター

新春フットサル大会

ウインターフットサル大会
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【 現状 】
日本サッカー協会フットサル登録状況

チーム数 増減 選手数 増減

8 117
8 0 112 -5
4 -4 68 -44

　オホーツク地区のフットサル登録チームは、主に全日本フットサル選手権及び全道フットサル
選手権に参加するための登録であり、各年度の参加チーム数によって増減する。
　現状から、まずはフットサルファミリーの拡大を目指し、継続して普及事業をおこない
日本サッカー協会フットサル登録が必要となる、全日本フットサル選手権及び全道フットサル
選手権への参加を目標とする チーム及び選手の増大につなげる。

【ファミリー拡大に向けての取り組み】
1． エンジョイプレーヤ一の増大　（一般、女子、シニア、２種）

　オホーツク社会人サッカー連盟のエンジョイ大会における参加チームおよび参加者の増減
チーム数 増減 選手数 増減 男子 増減 女子 増減

23 252 231 23
20 -3 253 1 226 -5 27 4

※開催時期により参加チーム数および参加人数に変動があるので、３大会のうち最大参加チーム数

　 および最大参加人数を記載

・ミックス部門を設置して8年が経ちました。毎大会 3～5チームの参加があり2019年は
　1大会の女子選手数が27名。前年よりも４名増え成果が出ている。
・シニア部門は、現在は 3～5チームの参加である。今後は40歳以上の選手が増えて
　くると予想され、継続して開催する。

2． ファミリーフットサルフェスで、サッカー・フットサルをしたことのない方にも楽しさを感じてもらう。
　ファミリー部門

チーム数 増減 選手数 増減

8 79
4 -4 43 -36

　毎年１０チーム前後の参加があり、1チーム当り３試合（7分ハーフ）楽しんで頂いてます。
  参加チームの構成は、少年団の家族で構成されているチーム、社会人チームの家族で
構成されているチーム、1家族単独のチームなど様々です。
 

〔取り組み〕
・ フェスの競技方法で、試合には常に女子が１人出場することになっていますが、女子の
　年齢制限を引下げ参加しやすい環境を整えています。また、参加者には普段フットサルを
　していない方もいますので、疲れてきた時には無理をしなくてもいいように、女子委員会の
　スタッフが交代して出場し対応しています。
・ 今後は、参加選手が申込時に5名揃わない場合でも、スタッフがサポートして加わり参加
　できるような体制を準備し、まずは、フェスに参加して頂いてサッカー・フットサルの楽しさ
　を感じてもらい、そこから各大会への参加や試合観戦へと、つながるように継続して開催
　する。

2017  (H29)
270 名2018  (H30)

O K F A　１６→２５ プラン
フットサル委員会

フットサルファミリー拡大に向けて

年　　度 2025年目標

2018  (H30)
2019   (R1)

2019   (R1) (2016年の倍増)

年　　度

2018  (H30)
2019　 (R1)

年　　度
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２０２０年度 オホーツク地区サッカー協会 情報委員会 事業計画 

 

１. 主な事業 

① ホームページの更新 

・ 各カテゴリーの担当者との連携を密にして、情報の素早い掲載に努める。 

② フェイスブックの管理・運営 

③ 各報道機関への大会結果送付 

・ 北海道新聞、経済の伝書鳩に大会結果を掲載の依頼を行う。 

 

２. 今年度の重点 

① 情報の質の向上 

・ 大会、トレセン活動においては結果だけでなく写真や報告文を掲載し、利用者に質の大会情報を伝える。 

② リスペクトに関する啓発をホームページに掲載していく。 

③ ホームページ、フェイスブックの利用者拡大の取り組み 

  ・利用者拡大のために、今まで以上に幅広く情報が迅速に伝わるような体制作りを目指していく。 
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１． 第15回オホーツク地区シニアサッカーフェスティバルを５月に開催予定。
　参加チーム数にもよるが、リーグ戦形式で行う。
　開催地については、えんがる球技場（遠軽町）を予定。

２． 第6回オホーツク地区シニアサッカーリーグを開催。
　令和元年度は、オホーツクシニアSC、北見LEGEND、FC.IDEAL CUARENTA、
　FCイーグルス.GF、遊蹴会、Ｒｅｖｉｖａｌ Ｓ.Ｃの６チームが参加。
　日程については網走地区社会人リーグ及び各種大会と重複しないよう、開催場所に
　ついてもリーグ運営部会にて決定する。

３． 第4回オホーツク地区シニアサッカーオータムフェスティバルを10月に開催予定。　
　参加チーム数にもよるが、リーグ戦形式で行う。
　開催地については、えんがる球技場（遠軽町）を予定。

４． 第13回オホーツク地区シニアフットサルフェスティバルを１１～２月に開催予定。
　参加チーム数にもよるが、リーグ戦形式で行う。
　開催地については遠軽町を予定。

５． 北海道シニアサッカー連盟が主催する各種大会・フェスティバルへの参加。
　道東地区の各シニアチームと連携をとり、地域大会へ参加する。
　網走地区社会人連盟が主催するフットサル大会への参加。

令和２年度　シニア委員会　事業計画
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１．オホーツク地区シニアサッカーリーグの充実

　　２０１６年度のシニアリーグは、チーム数５、登録選手数

　　約１１０名で構成されている。チーム数増の予定は無いが、

　　登録選手数を１５０名まで増やす。

２．道東ブロックリーグ参入への可能性

　　道央、道南、道北と各地域でリーグ戦を行っている。

　　道東は十勝に釧路が参加してリーグを構成、根室・網走が

　　参入すると道東リーグが開催できる。

Do（実行） １．オホーツク地区シニアサッカーリーグの充実

　　リーグ参加各チームへ、選手数の増加を要請する。

　　参加しやすい日程、開催地をシニア委員会で検討する。

２．道東ブロックリーグ参入への可能性

　　十勝、釧路、根室各地区との交流において、道東ブロック

　　リーグの可能性を探る。また、網走地区から参入できる

　　チームの有無の確認を行う。

Check（評価） １．オホーツク地区シニアサッカーリーグの充実

　　２０２５年度のシニアリーグ選手登録数で確認する。

　　リーグ開催中も登録選手の追加は認めているので、リーグ

　　終了後に集計を行う。

※　２０１９年度の登録選手数は約１７０名で５０％増

　　チーム数は７チームで２増。

２．道東ブロックリーグ参入への可能性

　　北海道シニアサッカー連盟内での、各地区の意向確認。

※　根室地区も当面、道東リーグへの参入予定はない。

　　オホーツク地区シニアリーグ参加チームへの聞き取り調査。

※　オホーツク地区からも道東リーグへの参加希望は無し。

Action（改善） ２０２５年度末に評価を行い、次回に向けプランの修正を

行う。

ＯＫＦＡ〔シニア委員会〕　１６→２５プラン

１６→２０版

Plan（計画）
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第1回北見市杯社会人エイトサッカー大会

3月 第10回北見ふっとさる祭り　

5月～11月 市内高校リーグ
※　2020OKFAリーグを兼ねて実施（共催）

2月～3月 北見エリアウィンターリーグU-14

事業方針
市内幼稚園・保育園への巡回指導等による、サッカーファミリーの拡大を
図ると共に3種委員会との連携による一環指導協力連携を図る。

9月 山本杯（U-12)・鴨下杯(U-10)

10月 北見市教委委託事業　Jr.アスリートアカデミー

10月 明治安田生命杯U-9

2月

2月 指導者研修会

3月 キッズ普及事業の実施

○　女子 地区協会との連携

女子・女性のサッカー教室開催

フットサルフェス開催

○　審判 地区協会との連携

審判講習会実施

○　協会事業 北見協会フットサルフェス

　　※カテゴリー間の交流を図る

9月

11月 ビールパーティーの開催

大会参加チームによるモイワスポーツワールドの清掃活動の実施

塩別つるつる温泉杯U-9

2020年度 北見サッカー協会事業計画

既存大会の実施に加え、キッズ指導者拡大とサッカー教室及び

○　第１種

○　第２種

○　第３種・技術

○　第４種
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、

フ
ッ

ト
サ

ル
や

冬
季

の
練

習
が

で
き

、
多

く
の

団
体

が
利

用
し

て
い

る
。

Ｈ
Ｋ
Ｆ
Ａ
公
認
キ
ッ
ズ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

習
会
の
開
催

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
奈
良
選
手
の
サ
ッ

カ
ー
教
室
（
1
2
0
人
参
加
）

明
治

安
田

生
命

主
催

の
コ

ン
サ

ド
ー

レ
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
開
催

北
見

市
教

員
委

委
託

事
業

J
r
ア

ス
リ

ー
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
サ
ッ
カ
ー
教
室

キ
ッ

ズ
普

及
事

業
の

取
り

組
み

を
年

度
問

わ
ず
行
う

シ
ニ

ア
世

代
の

普
及

シ
ニ

ア
の

普
及

。
2
0
1
9
年

度
ま

で
の

北
見

協
会
所
属
は
4
チ
ー
ム

オ
ホ

ー
ツ

ク
地

区
協

会
、

社
会

人
サ

ッ
カ
ー
連
盟
と
の
連
携
し
た
大
会
の
参
加

ミ
ッ
ク
ス
に
よ
る
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

大
人
対
象
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
開
催
。

高
瀬

選
手

サ
ッ

カ
ー

交
流

会
の

開
催

（
30

名
参

加
）

財
政

難
の

な
か

で
、

今
ま

で
以

上
の

サ
ッ

カ
ー

施
設

充
実

を
図

る
の

は
難

し
い

が
、

当
協

会
の

所
属

チ
ー

ム
の

意
見

を
取

り
入

れ
、

環
境

を
整

備
し

て
い

く
の

と
合

わ
せ

て
、

北
見

市
に

は
引

き
続

き
、

サ
ッ

カ
ー

競
技

環
境

の
整

備
を

検
討

し
て

い
た

だ
く

よ
う

要
請

す
る

。

キ
ッ

ズ
指

導
者

拡
大

と
サ

ッ
カ

ー
教

室
及

び
市

内
幼

稚
園

・
保

育
園

へ
の

巡
回

指
導

等
と

地
区

協
会

と
の

連
携

に
よ

る
一

環
指

導
協

力
連

携
を

図
る

。
女

子
及

び
１

種
・

シ
ニ

ア
へ

の
抜

本
的

な
取

り
組

み
を

検
討

し
て

い
き

、
サ

ッ
カ

ー
環

境
の

改
善

を
図

る
。

審
判

員
の

増
員

・
強

化
に

つ
い

て
取

り
組

み
を

検
討

。
キ

ッ
ズ

の
保

護
者

も
含

め
、

指
導

者
全

般
の

増
加

・
育

成
を

図
る

。
積

極
的

か
つ

粘
り

強
い

広
報

活
動

を
行

い
普

及
強

化
に

努
め

る
。

女
子

は
中

学
生

年
代

で
は

減
少

し
て

い
る

と
思

わ
れ

、
中

学
校

に
入

っ
て

か
ら

は
、

活
動

す
る

場
を

見
つ

け
ら

れ
ず

、
や

む
を

得
ず

他
の

競
技

に
移

っ
て

し
ま

う
。

中
学

校
が

抱
え

る
部

活
動

の
難

し
さ

を
、

好
事

例
を

参
考

に
解

決
し

た
い

。
 ま

た
、

普
及

に
お

い
て

女
性

指
導

者
を

増
や

し
、

大
人

に
な

っ
て

か
ら

サ
ッ

カ
ー

を
始

め
る

女
性

も
い

る
た

め
、

年
齢

問
わ

ず
女

性
を

増
や

し
て

い
く

た
め

に
、

普
及

が
大

切
な

段
階

だ
と

考
え

る
。

サ
ッ
カ
ー
施
設
及
び

環
境
整
備
充
実

フ
ァ

ミ
リ

ー
拡

大

女
性
が
サ
ッ
カ
ー
を
し
や

す
い
環
境
の
充
実
。

女
子
で
の
チ
ー
ム
登
録
目

指
す

2020
年

度
に

向
け

、
当

協
会

の
1
種

で
は

解
散

チ
ー

ム
が

あ
り

、
2
種

～
4
種

で
も

サ
ッ

カ
ー

人
口

が
年

々
減

少
傾

向
に

あ
る

。
子

ど
も

の
サ

ッ
カ

ー
人

口
減

少
に

危
機

感
を

示
し

て
お

り
、

少
子

化
で

自
然

に
減

る
傾

向
も

あ
る

が
、

引
き

続
き
普
及
事
業
の
取
り
組
み
を
行

う
。

2019
年

度
に

は
北

海
道

U
－

18
女

子
サ

ッ
カ

ー
選

手
権

大
会

が
北

見
モ

イ
ワ

ス
ポ

ー
ツ

ワ
ー

ル
ド

で
開

催
。

ま
た

、
同

年
12

月
に

は
地

区
協

会
と

連
携

し
て

フ
ッ

ト
サ

ル
大

会
を

開
催

。
当

協
会

は
地

区
協

会
と

連
携

し
て

女
子

サ
ッ

カ
ー

の
活

動
の

場
に

か
か

わ
っ

て
い

る
。

ま
た

、
社

会
人

サ
ッ

カ
ー

連
盟

が
主

催
し

て
い

る
ミ

ッ
ク

ス
の

大
会

に
も

女
子

選
手

参
加

も
増

加
し

て
お

り
、

徐
々

に
で

は
あ

る
が

網
走

管
内

も
し

く
は

当
地

区
で

女
子

チ
ー

ム
が

形
成

し
つ

つ
あ

る
よ

う
に

思
わ

れ
る

。

キ
ッ

ズ
指

導
者

拡
大

と
サ

ッ
カ

ー
教

室

フ
ッ

ト
サ

ル
施

設
及

び
人

工
芝

グ
ラ

ウ
ン

ド
等

施
設

の
設

立
と

環
境

整
備

女
子

サ
ッ

カ
ー

選
手

の
増

加
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１． 4月 網走市サッカー協会　総会をエコーセンターで開催

２． 4月～3月 キッズサッカー教室の開催を支援（用具等の貸与、補充）

　網走市サッカースポーツ少年団（毎月1回、第2土曜開催）

　ＮＰＯあばしりスポーツクラブ（毎月1回、第2土曜開催）

３． 4月～3月 道東大会、全道大会に出場するチームに対し、助成金を支給。

　（10,000円/１大会、登録されている全チームに適用）

４． 9月 第34回オホーツクジュニアカップサッカーin2019を後援。

　会場は網走スポーツ・トレーニングフィールドの天然芝を使用予定。

　４種小学生が対象

５． 9月12日（土） 第16回　全道社会人選抜サッカー大会を主管or後援予定。

      13日（日） 　会場は網走スポーツ・トレーニングフィールドの天然芝２面を使用

　全道各地区選抜の８チーム前後、１７０名程度が参加予定。

６．  2月 第22回　網走市サッカー協会　ビールパーティーを網走セントラル

　ホテルで開催予定。

令和２年度　網走市サッカー協会　事業計画
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１．女子選手の増加を目指して。

　　２０１７年度より、網走市サッカー協会所属の女子チーム

　　FC網走meninaにU-15（中学生年代）が始動。

　　本協会としてサポートできる方策を検討する。

２．施設の充実。

　　網走市総合体育館が耐震化改修の計画を検討している。

　　現在は施設の構造上フットサルでの使用は認められていない

　　が、フットサルで利用可能な構造となるよう要請する。

Do（実行） １．女子選手の増加を目指して。

　　網走市サッカー協会総会の承認を得る前ではあるが、

　　チームへの助成金支給、練習場所の確保に関するもの等

　　を検討する。

２．施設の充実。

　　網走市総合体育館と連絡を密にとり、施設改修計画に

　　フットサルでの利用が可能となるよう要請活動を行う。

Check（評価） １．女子選手の増加を目指して。

　　チームにおいて、本協会のサポートが希望するものである

　　かどうかも含め、聞き取り調査をし、理事会に諮り評価

　　する。

※　FC網走menina（女子）として登録、助成金を支給。

　　小学女子から中学女子への移行が困難な状況。

２．施設の充実。

　　２０１７年度の網走市の予算に計上されるか否か。

　　要請活動のみで良いかどうかも含め、理事会において

　　評価する。

※　網走市総合体育館の耐震化改修の計画は白紙。

　　一部改修により、フットサルでの利用が可能となる。

Action（改善） ２０２５年度末に評価を行い、次回に向けプランの修正を

行う。

ＯＫＦＡ〔網走市サッカー協会〕　１６→２５プラン

１６→２０版

Plan（計画）
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紋別サッカー協会 ２０２０年度事業計画 
 

１ 主催事業 

 ・４月 紋別サッカー協会役員会・総会 

・11月 14（土）・15日（日） 会長杯フットサルジュニアサッカー大会 

  対象 幼児～小学生 

  

２ 主管・後援事業 

 ・コンサドーレサッカー教室（後援） 

 ・コンサドーレ選手交流会（後援） 

 ・小野寺慎吾障がい者スポーツ振興会事業（後援） 

 ・１月 オホーツク文教宣言協議会フットサル大会（主管） 

     対象 小学生～中学生 

     タナカスポーツ杯フットサル大会（主管） 

     対象 一般 

 ・２月 市民フットサル大会（主管） 

     対象 幼児・小学生・一般（中学生以上） 

 ※各種事業を通じサッカーファミリー拡大を図る。 

 

３ ㈱北海道コンサドーレとの連携強化 

「紋別市と㈱コンサドーレとの相互交流に関する協定」に基づき、スポーツを通じた相互

交流関係の推進のため、紋別サッカー協会も連携を図る。 

 〇主な取り組み 

 ・指導者派遣に伴う市内各チームへの指導 

 ・未就学児、未経験者へのサッカー教室開催（巡回含む）、体づくり教室等のサポート 

 ・市、協会、コンサドーレ紋別後援会と一体となったサポート体制の構築 
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遠軽サッカー協会 令和 2年度 事業計画 
 

◯ 06月 07日（日）：第 6回遠軽信用金庫杯 U-10サッカー大会 

対象 ４年生以下 

場所 えんがる球技場 

 

◯ 08月 08日（土）：第 16回がんぼうカップサッカー大会 

対象 ５年生以下 

場所 えんがる球技場 

 

◯ 09月 05日（土）：第 31回遠軽サッカー協会親睦交流会（ビアパーティ） 

場所 遠軽町福祉センター 2階大ホール 

 

◯ 09月 22日（火）：第 15回遠軽キッズサッカーフェスティバル 

対象 幼稚園年長児、1・2年生、幼稚園年長児及び 1・2年生の母 

          場所 えんがる球技場 

 

◯ 10月 11日（月）：第 29回遠軽サッカー協会会長杯中学校サッカー大会 

場所 えんがる球技場 

 

◯ 03月 06日（土）：第 19回遠軽サッカー協会長杯フットサルジュニアサッカー大会 

対象 幼稚園年長児、小学校各学年 

場所 遠軽町総合体育館 

 

◯ 03月 07日（日）：第 40回遠軽室内サッカー大会 

対象 中学生以上 

場所 遠軽町総合体育館 
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＜女子選手数倍増計画、ファミリー拡大＞ 
遠軽町において、過去、少年団に数名の女子選手が在席していたことはある。 

しかしながら、女子の仲間がいない等という理由から、なかなか練習が続かないのが現状であ

った。 

現在も小学 1・2年生のサッカー教室で続けている女子は数名いるが、3年生以降、少年団に

参加している女子はいない。そのため、女子選手の増加を進めるためには女子チームの設立が必

須であると考える。（遠軽町では、1・2年生の男子と 1～6年生の女子を対象として、サッカー

教室を開催している。） 

しかし、遠軽町のみで女子チームができるほどの人数が集まることは難しく、『遠紋地域チー

ム』として『クラブチームの設立』と併せて考えていく必要がある。 

 

また、遠軽町では、サッカー教室（1・2年生の男子、1～6年生の女子）とサッカー少年団（3

～6年生）を組織しており、継続的なサッカー人口の確保・増加を目指しているが、少子化や子

供の習い事の多様化もあり、団員数も年々減少、今後も減少を辿る見込みである。 

また、近隣の少年団もその傾向は変わらず、4年生以下のカテゴリーでは、単一の少年団で出

場できないチームもある。 

また、３種年代でも、単一の学校でサッカー部を維持することができないことも近い将来予想

され、近隣ではサッカー部のない中学校も存在することから、サッカーをやりたくてもできない

子どももいるはずである。 

今後は、『クラブチームの設立』により、4 種・3 種年代の選手の受け皿を作り、遠軽町だけ

ではなく、近隣市町村の選手も活動できる組織としていく必要がある。 

ただし、これにはスタッフの確保が最大の問題となり、現在の少年団スタッフと中学校の教員

との連携により解決しなければならない。 

現在は、具体的な設立時期を想定していないが、近い将来必ずやらなければならない課題とし

て、早期に計画の具体化を図りたい。 

 

＜施設の充実＞ 
遠軽町では「えんがる球技場」（平成 29 年度供用開始）が建設され、それまでを超える大会

等イベントの誘致に繋がった。これからも、積極的に大会誘致等を行い、加えて、町内サッカー

人口の増加を目的とした施設の利活用を進めていきたい。 

しかしながら、北海道における冬季のフルサイズのサッカー場を確保すること、それを最重要

課題と考えると、建設費用など、やはりその実現は難しいものと考える。 
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日　付 事　　業　　名 開催地 対　象

5月 役　員　会 ゆめホール知床 会員

5月 総　　　会 ゆめホール知床 会員

8月 キッズサッカー巡回指導 双葉保育所 Ｕ６

8月 キッズサッカー巡回指導 中斜里保育所 Ｕ６

8月 キッズサッカー巡回指導 はまなす保育所 Ｕ６

8月 キッズサッカー巡回指導 大谷幼稚園 Ｕ６

10月 ハマナスマラソンキッズサッカーフェス 陸上競技場 Ｕ６

【リスペクト】陸上競技場ゴミ拾い 陸上競技場 シニア～４種

オータムサッカーフェスティバル 陸上競技場 シニア～４種

2月 こども雪中サッカー大会（しゃりっこらんど） 斜里中学校 一般小学生

2月 斜里町フットサルフェス 斜里中学校 一般（3種～シニア）

2月 斜里ジュニアフットサルフェス 斜里中学校 ４種

毎週火、土曜日 協会主催練習会 斜里中学校　体育館 シニア～３種

月1回 キッズサッカー教室 中斜里公民館体育館 Ｕ６

広報活動 斜里サッカー協会ＦＢページの随時更新

令和２年度　斜里サッカー協会　事業計画（案）

備　　考

10月
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参
加

③
施
設
の
充
実

・斜
里
町
に
施
設
整
備
（
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
利
用
可
）
の
要
望
を
あ
げ
る
・未
実
行
（
人
工
芝
コ
ー
ト
検
討
中
の
為
）
・経
過
観
察

・計
画
継
続

・陸
上
競
技
場
の
施
設
管
理
を
斜
里
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
行
う
・計
画
通
り
実
行

・現
状
維
持

・計
画
継
続

斜
里
協
会
　
総
会

各
プ
ラ
ン
承
認

Ｒ
２
　
５
月
中
～
下
旬

各
担
当

利
用
し
て
積
極
的
に
情
報
発
信
を
行
う

場
と
し
て
有
効
活
用

斜
里
協
会
　
総
会

プ
ラ
ン
修
正

Ｒ
３
　
５
月
中
～
下
旬

・女
子
フ
ェ
ス
参
加
、
親
子
サ
ッ
カ
ー
開
催
の
・計
画
継
続

・親
子
サ
ッ
カ
ー
の
定
期
開
催

・女
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加

・女
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
（
２
回
）

プ
ラ
ン
承
認
後

実
　
　
　
行

Ｒ
２
　
シ
ー
ズ
ン

斜
里
協
会
　
役
員
会

プ
ラ
ン
検
証

Ｒ
２
　
３
月
初
旬

・計
画
継
続

O
K
F
A
　
1
6
→
2
5
プ
ラ
ン
達
成
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

-
	
7
2
	
-



担
　
当

千
　
葉

成
　
田

成
　
田

門
　
間

ＰＤＣA

斜
里
サ
ッ
カ
ー
協
会

　
O
K
F
A
　
1
6
→
2
5
プ
ラ
ン
達
成
に
向
け
て
【
令
和
２
年
度
　
事
業
計
画
】
（
案
）

重
点
課
題

計
　
　
　
画

実
　
　
　
行

検
　
　
　
証

修
　
　
　
正

①
リ
ー
グ
文
化
の
醸
成

・1
種
登
録
チ
ー
ム
の
復
活

・サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
を
開
催

横
　
山

・女
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加

・親
子
サ
ッ
カ
ー
の
定
期
開
催

③
施
設
の
充
実

・斜
里
町
に
施
設
整
備
（
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
利
用
可
）
の
要
望
を
あ
げ
る

・陸
上
競
技
場
の
施
設
管
理
を
斜
里
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
行
う

②
女
子
選
手
倍
増
計
画

・な
で
し
こ
ひ
ろ
ば
へ
の
参
加

④
み
ん
な
つ
な
が
っ
て
い
る

各
担
当

O
K
F
A
　
1
6
→
2
5
プ
ラ
ン
達
成
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

斜
里
協
会
　
総
会

各
プ
ラ
ン
承
認

Ｒ
２
　
５
月
中
～
下
旬

斜
里
協
会
　
総
会

プ
ラ
ン
修
正

Ｒ
３
　
５
月
中
～
下
旬

・各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
情
報
担
当
者
を

配
置
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
て
積

極
的
に
情
報
発
信
を
行
う

プ
ラ
ン
承
認
後

実
　
　
　
行

Ｒ
２
　
シ
ー
ズ
ン

斜
里
協
会
　
役
員
会

プ
ラ
ン
検
証

Ｒ
２
　
３
月
初
旬

-
	
7
3
	
-



月日 事業内容 備考

令和２年

　５月～ びほろサッカー教室 小学生低学年を対象としたサッカー教室

　５月～ 幼稚園サッカー教室 藤幼稚園、大谷幼稚園にて実施

　７月　１９日 第３５回北網地区社明杯少年サッカー大会　兼 美幌町あさひ多目的運動公園、

第　９回ライオンズクラブカップサッカー大会 美幌中学校にて開催

　１０月予定 美幌町秋季体育祭会長杯争奪サッカー大会 グランド開催か新規サニーセンター開催か

調整中

令和３年

　３月予定 美幌町ジュニアフットサル大会 両日ともサニーセンター開催予定

　３月予定 美幌町交流フットサル大会

　①施設の充実

　　 美幌町屋内多目的運動場（サニーセンター）が今秋（10月予定）開放予定です。

　　 ピッチは人工芝となり、年間使用可能になる為、トレーニング、降雨による夏場の悪天候時の対処方法に

　　 選択肢がより増えると思われる。

　②女子選手倍増計画

　　 例年通りサッカー教室を通して増加を目指しています。

　 　増加とはいかないまでも参加は確実にあり、現在は事業の継続が一番と考えられる。

　③リーグ文化の醸成

　　 リーグ戦を通し、美幌町内の各カテゴリー、各チームは力をつけ確実にレベルアップしている。

　④みんなつながっている

　　 フェイスブック等ＳＮＳを通し情報発信または確認する等、利用を進めている。

　　 より多くの人に伝わるシステムを目指す。

令和２年度　美幌町サッカー協会　事業計画

ＡＡＦＡ　16→25プラン実行について
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月日 事業内容 備考

令和２年

　５月～ びほろサッカー教室 小学生低学年を対象としたサッカー教室

　５月～ 幼稚園サッカー教室 藤幼稚園、大谷幼稚園にて実施

　７月　１９日 第３５回北網地区社明杯少年サッカー大会　兼 美幌町あさひ多目的運動公園、

第　９回ライオンズクラブカップサッカー大会 美幌中学校にて開催

　１０月予定 美幌町秋季体育祭会長杯争奪サッカー大会 グランド開催か新規サニーセンター開催か

調整中

令和３年

　３月予定 美幌町ジュニアフットサル大会 両日ともサニーセンター開催予定

　３月予定 美幌町交流フットサル大会

　①施設の充実

　　 美幌町屋内多目的運動場（サニーセンター）が今秋（10月予定）開放予定です。

　　 ピッチは人工芝となり、年間使用可能になる為、トレーニング、降雨による夏場の悪天候時の対処方法に

　　 選択肢がより増えると思われる。

　②女子選手倍増計画

　　 例年通りサッカー教室を通して増加を目指しています。

　 　増加とはいかないまでも参加は確実にあり、現在は事業の継続が一番と考えられる。

　③リーグ文化の醸成

　　 リーグ戦を通し、美幌町内の各カテゴリー、各チームは力をつけ確実にレベルアップしている。

　④みんなつながっている

　　 フェイスブック等ＳＮＳを通し情報発信または確認する等、利用を進めている。

　　 より多くの人に伝わるシステムを目指す。

令和２年度　美幌町サッカー協会　事業計画
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